
事業類型：
決算対象年度 ： 令和02年度 対象年月： 令和 3年 3月
会計 ： 一般会計
局 ： 環境農政局
所属 ： 環境農政局水産課（直通　045-210-4536）
公会計事業 ： 漁港等整備費

１　主な事業内容

２　行政コスト及び純資産変動計算書 （単位：千円）

経常費用

　人件費

　物件費等 ※

　　物件費

　　維持補修費

　　減価償却費

　移転費用 ※

　　補助金等

　　社会保障給付

経常収益

　使用料・手数料

　その他

臨時損失

臨時利益

財源

　税収等

　国等補助金

一般財源充当調整額
（注）※印の下位科目は、内訳を抜粋しているため、合計が一致しない場合がある。

３　貸借対照表 （単位：千円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 固定負債

　有形固定資産 　県債

　　事業用資産 　長期未払金

　　　土地 　退職手当引当金

　　　建物 　損失補償等引当金

　　　建物減価償却累計額 　その他固定負債

　　　工作物 流動負債

　　　工作物減価償却累計額 　県債

　　　その他 　未払金

　　　建設仮勘定 　賞与等引当金

　　インフラ資産 　預り金

　　　土地 　その他流動負債

　　　建物

　　　建物減価償却累計額

　　　工作物

　　　工作物減価償却累計額

　　　その他

　　　建設仮勘定

　　物品

　無形固定資産

　投資その他の資産

流動資産

（注）負債の部における未払費用、前受金、前受費用は、その他流動負債に含む。

４　事業分析

R02決算の内訳は、県債が 159.9 億円で、負債の 98.7 ％、退職手当引当金が 1.8 億円で 1.1 ％を占めています。

④ 貸借対照表（純資産合計）

R02決算では、資産合計 523.4 億円から負債合計 162.0 億円を差し引いた 361.4 億円が純資産合計となり、純資産比率（純資産合計/資産合
計）は 69.0％です。

⑤ 貸借対照表（資産の経年比較）

主な増減（R01-R02の比較）は、工作物（インフラ資産）が 11.0 億円 （ 3.3 ％）減少しています。要因としては、減価償却が進んだためで
す。

（注１）②の分析のうち「建物」「工作物」「建設仮勘定」は、事業用資産及びインフラ資産を合算した上で、それぞれ減価償却累計額がある場合はその金額を
　　　　控除しています。
（注２）③の分析のうち、「県債」は、固定負債と流動負債を合算した金額です。
（注３）他の公会計事業で保有する財産や、国、市町村が保有する財産を整備・修繕するために発行した「県債」や「人件費（退職手当引当金等）」が計上され
　　　　ていることなどにより、資産の計上がない、純資産合計がマイナスとなる場合があります。

公会計事業別財務書類分析シート

固定資産整備型

・漁港施設の改良工事を行う。
・漁港施設の長寿命化及び維持補修工事を行う。
・海岸保全施設の整備工事を行う。

科目 H30決算 R01決算 R02決算 H30-R01増減率 R01-R02増減率

2,777,711 2,835,379 2,876,201 2.1% 1.4%

290,920 313,814 324,952 7.9% 3.5%

2,004,173 2,133,807 2,148,648 6.5% 0.7%

258,334 204,877 172,341 △20.7% △15.9%

190,910 422,415 447,002 121.3% 5.8%

1,554,929 1,506,516 1,529,306 △3.1% 1.5%

341,647 276,598 319,057 △19.0% 15.4%

341,466 272,696 319,057 △20.1% 17.0%

- - - - -

181,234 177,647 140,709 △2.0% △20.8%

純経常行政コスト(経常収益－経常費用）① △ 2,596,477 △ 2,657,732 △ 2,735,492 △2.4% △2.9%

180,213 176,628 139,852 △2.0% △20.8%

1,021 1,019 857 △0.2% △15.9%

8,084 26,605 0 229.1% △100.0%

- - - - -

△19.0%

60,889 99,725 64,363 63.8% △35.5%

純行政コスト（①－臨時損失＋臨時利益） △ 2,604,561 △ 2,684,337 △ 2,735,492 △3.1% △1.9%

本年度差額 △ 1,838,422 △ 1,709,030 △ 1,945,305 7.0%

766,139 975,307 790,187 27.3%

△13.8%

2,201,658 2,403,290 2,167,376 9.2% △9.8%

705,250 875,582 725,824 24.2% △17.1%

R02決算 増減率科目 R01決算 R02決算 増減率 科目 R01決算

53,229,696 52,338,200 △1.7% 14,733,167 13,536,831 △8.1%

53,234,007 52,340,356 △1.7% 14,926,999 13,720,090 △8.1%

221,728 221,728 0.0% 193,832 183,259 △5.5%

596,017 638,921 7.2% - - -

△ 626,403 △ 646,402 3.2% - - -

981,507 983,279 0.2% - - -

△ 388,935 △ 390,524 0.4% 2,369,552 2,456,721 3.7%

403,319 403,319 0.0% 2,393,595 2,480,922 3.6%

- 5,713 皆増 24,043 24,200 0.7%

4,800 61,808 1,187.6% - - -

13,549,501 13,549,501 0.0% - - -

52,619,155 51,687,852 △1.8% - - -

△ 64,130 △ 67,405 5.1%

128,986 128,986 0.0%

△ 56,156,139 △ 57,651,131 2.7%

88,981,689 89,380,469 0.4%

6,179,248 6,347,431 2.7%

- - -

4,311 2,156 △50.0%

14,524 11,428 △21.3%

△6.5%

- - - 純資産合計 35,913,414 36,139,345 0.6%

- - - 負債合計 17,320,594 16,201,011

① 行政コスト計算書及び純資産変動計算書(経常費用の経年比較)

主な増減（R01-R02の比較）は、補助金等が 46.4 百万円（ 17.0％ ) 増加しています。要因としては、市町が実施する漁港施設の補修等に係る
補助が増加したためです。

② 貸借対照表（資産の部）

R02決算の内訳は、工作物（インフラ資産）が 317.3億円で、資産の60.6％を占めています。そのほか、土地（インフラ資産）が 135.5億円、建
物（事業用資産）は 3.4 億円となっています。

③ 貸借対照表（負債の部）

52,340,356 △1.7%資産合計 53,234,007 52,340,356 △1.7% 負債及び純資産合計 53,234,007
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